








明けまして　おめでとうございます。本年も会員皆様の益々のご発展とご活躍を祈念し、年頭のご挨拶を申し上げます。
さて、冒頭から私事で恐縮でありますが、私が電力中央研究所に入所して既に 30年が経過しました。入所当時は先輩か

ら、火力発電技術の中核であるボイラ技術を学び、その後、石炭ガス化技術、および高温ガスタービンの研究開発に従事し
てきました。当時の技術目標を「高温技術の確立」に置き、高温計測、またセラミックスをガス化炉やガスタービンに導入
することに夢中であり、「灼熱の超高温ガスタービンの実現」を夢見ておりました。その当時、私は燃料電池には、ほとん
ど興味がありませんでしたが、SOFC に関しては、セラミックス研究の一環として勉強を開始しました。発電原理もまだ良
く理解できていないにも拘わらず、若手研究員といっしょにセラミックメーカに頼み込み、小さなチューブラセルを試作し
てもらい、セル発電試験を行なっていました。しかし、当研究所が本格的に研究を進めようとしていたMCFC に関しては、
私の溶融塩に対する極めて強い技術的偏見から、MCFC の実現にかなりの疑念を持っており、寧ろ火力の一技術者としては
MCFC 開発推進に懐疑的でした。
平成元年の初夏頃、当所としてMCFC 開発を本格的に進めるため、新しく「燃料電池研究室」を立ち上げることになり、

私にその研究室長に就任するよう指示がきました。無知に基づいて批判的（解らない事、勉強したくない事に常に批判的な
る態度）だった私に対する罰だったか、逆に、私にとって結果的に非常に幸運なMCFCとの出会いであったかもしれませんが、
MCFC に関して、ほとんど素人であった私が、以来MCFC にどっぷり浸かることになりました。それ以後 17年間また今も
なお、当所の研究グループと一丸となり、MCFC の実現を目指して、国、大学、NEDO、技術研究組合、電力会社、およびメー
カ等の多くの皆様と苦楽を共に過ごしてまいりました。
私がMCFC 研究を開始した当時の印象は、電気化学の基礎理論はかなり進んでいるが、それを実際の発電装置に結び付

ける設計技術、製造技術、評価技術、および周辺要素技術等の発展がかなり遅れており、MCFC 発電を実現するためには、
それらの系統だった推進強化が必要であると強く感じました。ただ、MCFCを良く勉強すると、その実現の困難性にも拘らず、
大学、国研、また当所を含めた民間機関の緒先輩方の先見性はさすがであり、さらに、某メーカの研究グループから公表さ
れた電解質ロスに関する実験データは、研究者の執念を感じ、驚愕・敬服し、当所の研究グループも負けられないと強く思
いました。某メーカの実力は私の思った通りであり、我国のMCFC 開発に大きく貢献したと今でも考えています。
中部電力の中西氏は、講演会でMCFC の印象を「一病息災」と言い表しましたが、私も全く同感です。経験的に、MCFC

は何かの病気（トラブル）を持っている場合が多く、一見、ひ弱な貴婦人と錯覚しますが、本当は極めてタフな怪物です。また、
その発電効率の高さは、多くの熱機関に比較して驚愕に値します。私は、MCFC がガスタービン等に比較して比出力が低い
と言う欠点はありますが、現代文明において燃料電池（MCFC 、SOFC）より高効率な発電方式を人類はおそらく発見できな
いのでないのかと考えている位です。MCFC の基本技術は最近急速に発展しましたが、まだまだMCFC の潜在能力（効率、
機動性等）を充分発揮できておらず、更なる発展が期待できます。
この 20年間の最大の関心事は、燃料電池技術が従来の熱機関に対抗して、発電に関する技術史の中で、一時代を担うこ

とができるかと言う点であったと思います。
我国においても、この20年間でMCFC開発だけでも官民合わせて600億円以上の巨額の開発投資を行なったと推定でき、

開発に従事した当事者の一員として、今までの開発経緯を振り返れば、多くの反省点があり、また外部からの批判を受ける
立場ですが、去年の愛知万博における 300kW級加圧MCFC 発電の安定運転の成功、および米国 FCE 社等による 50ユニッ
ト以上におよぶ 250kW常圧MCFC 発電の成功は、世界中のMCFC 研究者と技術者の多くが漠然とが抱いていた「MCFC は
実現できないのではないか」という不安を成功への確信に変えさせたと思います。すなわち、MCFC 開発は努力すれば、必
ず成功できると言う確信です。世界中の多くMCFC 関係者が持ったこの確信の火は、もはや誰にも消すことができません。
MCFC の普及は、今後も多くの紆余曲折があると思いますが、必ず誰かが成し遂げると思います。
我国のこれまでのMCFC 開発体制は、関係者が努力して築き上げてきたものですが、振り返って反省すべき点は謙虚に

反省し、他国の研究体制で優れている点は我国にも大いに取り込んで、世界中で進められている燃料電池、特にMCFC 開発
推進に、我国として貢献すべきだと思います。
最後に、燃料電池のような高効率発電の開発は、グローバルな資源や環境問題を解決できる要の技術ですので、この推進

に対して皆様のご理解とご支援を切に御願いし、年頭のご挨拶といたします。本年も宜しく御願い申し上げます。

Toshio　Abe
Director, Energy Technology Laboratory 
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